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「中川氏非抗酸性結核菌」ニ因ル結核凝集反應

(第六報)結 核感染・潜伏・發病問題 ト結核凝集反應

北海道帝國大學醫學部中川内科教室(圭任 中川敏授)

小 田 切 信 男

第一章 緒 言

北大馨學部附罵馨院 二於 テハ毎年入學 セシメル

激十名ノ看護婦中4ケ 年勤務中二結核性疾患 ノ

褒病テ見ルモノ常 二撒名 ヨリ十撒名二達 シ、其

ノ中ニハ治癒 シテ勤務 ラ緬 ケルモノモアルガ、

叉退學ノ僅斜義無キニ至 リ、時二不幸 ノ轄蹄テ ト

ルニ至ルモノサヘモ認 メラレル。故二新人看護

婦二就テ.一 定期間テ置イテ、マ氏反慮 ト結核

凝集反慮 テ實施 スレバ、結核 ノ感染・潜伏・登病

問題二於 ケル、余 ノ結核凝集反慮 ノ意義ラ検討

シ得ベシト考へ、 昭和10年 度 ノ新人看護婦二

就テ實験研究 シタ。

本報ノ實験成績 ノニ部ハ襲二今泉、山本等 ト共

二本誌第14巻 第9號 二『若年女子(看護婦)二 於

ケル結核特二中川氏非抗酸性結核菌二因ル補結

反慮、喰菌現象、凝集反磨)ノ成績 二就 テ』トノ

題下二報告 セルモノデアルガ、本報二於テハ更

二第2年 目ノ凝集反慮成績テ加へ 蕾二凝集反

慮ノ陽、陰 テ以テ論ぜズ、少 シク詳細二亙 リ、

凝集贋ノ攣動 ラ基 トシテ、結核感染個燈二於 ケ

ノレ凝集償攣動 ノ意義テ考究 セシモ ノデアル。

特 二新入看護姉中ニハ結核流布状態 ノ比較的稀

薄ナル北海道各地 コリ來 レルモ ノガ多 キ爲メ、

入學時全 ク未感染ナルモ ノモアル ベ キ デア ツ

テ、斯ル者ガ院内生活二於 テ、結核菌 ノ侵襲 テ

受 ケル トスレバ、人禮二見 ラレル自然結核感染

二於 ケル、感染前 ト感染後 ノ結核凝集慣 ノ差異

攣動 テ追求出來ル課 デアツテ、動物實験(第 三

報)二 於テ謹明セラレタ如 ク、果 シテ人盟 ノ自然

感染 二於 テモ、凝集反慮 ノ方 ガ、 マ氏反慮 ヨリ

早 ク感染 テ謹明 シ得ルモノデアルカ、又第五報

二論 ぜル如 久 果 シテ漕性結核 ノ診断或ハ叢病

早期診断 二資 シ得ルモノデアルカ ト言 フ、重大

ナ臨躰諸問題 二就 テ、余 ノ凝集反慮 ノ債値 ラ批

判 シ得ル課 デア・レ。依ツテ弦 二實験成績 号述ベ

ル ト共 二、余 ノ結核凝集反慮 ノ臨躰的意義ラ検

討 スル。

(猶凝集反磨i成績判定二於 テハ 凝集償150倍 陽

性以下号総 テ(一)ト シテ表示 シタ)。

第二章 實験成績ノ概略

余ハ3同 二亙 レル(入 學時、7ケ 月 目、2年 目)

實験成績 ラ大盟4群 二 整理 シ、 第27表 トシテ

表示 シタ.

第1群(1-21》 ハ 「レ」所見正常 ニ シテ、マ氏反慮
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陰 性 ナル モ ノ、第2群(22-32)ハ 「レ」所 見上結

核 感染病 竈 テ詮 シ得 ルモ、 マ氏反慮 ノ陰 性 ナル

モ ノ、第3群(33-39)ノ ・「レ」所 見正常 デ アル ガ、

マ氏 反慮陽性 ナルモ ノ、第4群(40--60)ハ 「レ」

所 見上結核 感染病竈 テ謹 シ得 ル ト共 二、 マ氏反

慮 モ亦 陽性 ナルモ ノデ アル。而 シテ番號順 ハ各

群 二於 テ凝集償 ノ低 イモ ノカ ラ記載 シタ。

第27表 ラ見 レバ、マ氏反慮 ノ攣動 ト凝集償 ノ憂

動 且褒病 ノ有無 ト登病時期 ガ判明 シ且畿病 セル

モ治癒 シテ勤務 テ績 ケテ居ル モ ノ、或ハ退學 ノ

僅余儀 無 キニ至 ツタモ ノ及 死亡 セル者等 ガ判明 ス

第28表 實

ル鐸 デアル。

然 シ「レ」検 査 ハ 入學時 二 唯1回 試 ミタノミ デ

ア ルo

實験 成績 ノ概 略 ハ第28表 二從 ツテ論 ズル。

1)「 レ」検査成績

入學 時 ノ「レ」検査 二於 テ、正常者 ハ28例(46.7

%)、 結 核感染病竈 テ謹 明 セ ル 者ノ・32例(53.3

%)デ ァツタ。帥牛獄 以上 二於 テ結核既感染 テ謹

明 シ得 タモ ノデアツテ、肺 門部 石灰影17例(28.3

%)、 肺 門部 増大5例(8・3%)、 石 灰 化 セル初期

症候群4例(6.7%〉 、 硬攣性陰影4例(6.7%)、

験 線 成 績

1
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1

3

1

1

1

ー
1

5
(8.3%)

1

1

414
(6.7%)1(6.7%)

2
(3.3%)
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(53.3%)
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9

(15.0%)
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∬

;淵 醐

21
6(44.796)
(12.8%)

(3・ll%)j

σつii%)/
26

[illiillli,.1・1:/(55'3%)

壇殖性陰影2例(3.3%)デ アル。

「レ」所見正常 ナ リシ28例 ノマ氏反慮 ラ 見 ル

ー、(一)21例
、(十)1例 、(十)3例 、(冊)・1例 、

(柵)2例 デ、「レ」所 見正 常者 ノ中 カ ラ7例 ノ結核

既感染者 テ謹明 シ得 タ。又 「レ」所 見上、結核翫

感染者ナルテ謹明 シ得 タ32例 ノマ氏反癒 テ見ル

二、(一)10修 剛、(十)3{列 、(十}一)4{列、(翌十)3汐iJ、

(冊)12例 デ アル。而 シテ斯 ク ノ如 キ結核 既感染

者 デ、 マ氏反慮陰性 ナル モノノ・、所謂positive

Anergie二 属 スル モ ノ ト信 ゼ ラレル。

2)入 學時 ノマ氏反慮成績

入學時 ノマ氏反慮成績 へ(一)ガ29例(48.39b')、
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(±)ガ2例(3.3%)デ 、 陰性 ノ・31例(51.7%)デ

ァル。 而 シテ 陽性 ハ(十)ガ4例(6.7%)、(井)

ガ7例(11・7%)、(帯)ガ4例(6・7%)、(冊 〉ガ

14例(23.3%)デ アツテ、 線撒29例(48.3%)デ

ア ルe

3)入 學 時 ノ凝集 反慮成績

入學時 ノ凝集 反慮成績ハ、50倍 陰性ハ22例(36.7

%)、50倍 陽 性ハ17例(28.3%)、100倍 陽性 ハ

9例(15・0%)、150倍 陽 性 ハ8例(13.3%)デ 凝

集反慮陰 性者 ノ・56例(93.3%)デ アル、 之 二 反

シ陽性者 ハ200倍 陽 性 ノ4例(6.7%)デ アル
。

コ レラ「レ」所見 ト封比 スルニ、28例 ノ正常 者 二

於 テハ、50倍 陰性 ハ12例 、50倍 陽 性ノ・7例 、

100倍 陽 性ハ5例 、150倍 陽 性 ノ、4例 ニ シテb

100%ノ 陰 性成績 テ示 シテ居 ル。 又32例 ノ結核

感染 病竈謹明者 二於 テハ、50倍 陰 性 ハ10例 、

50倍 陽 性 ハ10例 、100倍 陽 性ハ4例 、150倍 陽

性 ノ、41列b200倍 陽 ・1生ノ、4{列 デ●アツテ、4例 ノ

凝集 反慮陽 性者 テ認 メ タ。 コ ノ4例 ハ肺 門部 石

灰 影2例 、初 明症候群 石灰影1例 、檜殖性陰影

1例 デアル。

4)マ 氏反癒 ノ攣 動二就 テ

第2同 目検 査時 二於 ケルマ氏反慮陰性 ハ(一)ノ　 ゆ
ノ27例(45・0%)ト(±)ノ1例(1.8%)ノ28例

《46・7%)ニ シテ、 陽 性ハ(十)ノ1例(1.8%)、

〈十D/54列(8・3%)、(十 冊)ノ26ifiJ(43.3%)ノ32

例(53・3%♪ デ アル。 帥ヱ氏反慮 陽性韓 化者 ハ5

%ニ シテ、他 二注意 スベ キへ(冊)ノ モ ノガ14

例(23・3%)ヨ リ26例(43・3%)-te加 シテ 居 ル

事 デ、 コ レラ ノ多 クハ唯Allergie/i曾 強 テ見

タモ ノデアル。 而 シテ第3回 目(2ケ 年 後)ノ 検

査 二於 テハ、結核性疾患 ノ爲退學 セ シモ ノ及何

ラカ ノ事 情 デ検査 ノ出來 ナ カツタモ ノモァ リ、

實 験 シ得 タモノハ47例 デアル カラ、%テ 以 テス

ル モ前同 ト正確 二比較 スル事 ハ出來ナ ィガ
、 マ

氏 反慮陰性 ハ17例(36.1%)、 陽性 ハ30例(63.9

%)デ アツテ、陽性卒 ノ檜加 ガ 認 メラ レル。 而

シテ其 ノ中注意 スベキハ、陰性 ヨ リ強陽性 二轄

化 セルモ ノ・多 ク認 メ ラレル事 デアル。

5)凝 集反慮 ノ攣動 二就 テ

第2同 目検査 時 二於 ケル凝集反慮陰性 ハ、50倍

陰性 ノ5例(8.3%)、50倍 陽 性 ノ13例(21.7%)、

100倍 陽 性 ノ22例(36.7%)、150倍 陽 性 ノ9例

(15.0%)ノ49例(81.7%)ニ シテ、 陽性ハ、200

倍・陽 性 ノ7例(11.7%)、300倍 陽 性 ノ3例(6.7

%)、400倍 陽 性 ノ1例(1.7%)ノ11例(18.3%)

デ アル。 コ レテ入學 時 ト比較 ス レバ、陽性卒 ハ

約12%ノ 檜 加 テ示 シ、300倍 、400倍 陽 性 ノモ

ノガ認 メラ レテ來 テ居 ル。 コ レテ入學時 ノ「レ」

所 見 ト封比 スルニ、正常 ノモ ノヨ リハ4例 、肺

門部 石灰影 ヨ リハ4例 、肺 門部檜大 ヨリハ1例 、

初期症候群 石灰 影 ヨ リハ1例 、増殖性陰影 ヨリ

ハ1例 ノ陽性韓化叉ハ陽性凝集償 ノ檜強 ガ認 メ

ラ レル。.然 ルニ47例 二就 テ行 ヘル 第3同 目ノ

検査 二於 テノ、、 陰性 ハ100倍 陽 性 ノ6例(12.8

%)ト150倍 陽 性 ノ15例(31.9%)ノ21例(44.7

%)ニ シテ、陽性 ハ200倍 陽 性 ノ5例(10.6%)b

300倍 陽 性 ノ14例(29.8%)、400倍 陽 性 ノ7例

(14.9%)ノ26例(55.3%)デ アツテ、陰性卒 ヨリ

遙 力三 高 クナツテ 居 ル。 而 シテ 特 二300倍 、

400倍 陽 性 ト言 フ高 償 ナル 凝集 償 ノモ ノガ増加

シテ居ル。

6)結 核 性疾 患登 病者 ト凝集反庶

第27表 デ認 メラ レル如 久 新 入看護婦60名 中

2ケ 年間 二結 核性疾患 ノ登 病 テ 見 タル 者ハ15

例 デアツテ、25%ノ 高 牽 テ示 シテ居ル。其中1

例 ハ死 亡 シ、5例 ハ退學 ノ飴儀無 キニ到 リ、6

例 ハ輕 快又 ハ治癒 シテ勤務 テ綾 ケ、3例 ハ現在

休 養中 ノ者 デ アル。

猴15例 ノ登病者 中3同 二 亙 リ検査 シ得 タルモ

〃 ・9例 デア ツテ、凝集反慮成績 ハ100%陽 性

デアルep200倍b300倍 、400倍 陽 性 ノモノガ各

3例 宛認 メラレル。然 ルニ2同 ノ検査 シカ爲 シ

得 ナカツ タ6例 二於 テハ、凝集 反慮陽性者 ハ唯

1例(200倍 陽 性 →300倍 陽 陞)ノ ミ認 メラレ、

他 ノ5例 へ50倍 陰 性 ヨ リー躍150倍 陽性 トナ

ツタ2例 ト、50倍 陰 性 ヨリ100倍 陽 性、50倍

陽 性 ヨリ100倍 陽 性、100倍 陽性 ヨ リ150倍 陽
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牲 トナツ タ各1例 宛 ガ認 メラレル。

入學後2ケ 年 目迄 ノ間 二凝集反慮陽性 ラ

呈 セシモ ノハ、一度陽性 トナ ツテ再 ピ陰

性 トナツタ1例 テ 除 イテノ、、 縮数28例

デ、其 ノ中 ヨリ結核 性疾 患 ノ登 病 テ見 タ

ルハ10例 デ アツ テ、全 凝集反慮 陽性者 ノ

35.7%テ 占 メテ居 ル。

猫2ケ 年 目迄 二 見 ラレタ 全褒病者15例

ノ入學 時 ノヱ氏反慮 ト「レ」所 見 テ見ル ニ、

約 牛数 ノ8例 迄 ハ 「レ」所 見正常、 マ氏 反

慮陰性 ナルモ ノヨ リ認 メラ レテ居 ル。 コ

レハ「レ」検査 トヱ氏反慮検査 トノミテ以

テ試 ミタル先人達 ノ観察 ト略 ≧一致 セル

所 デアル。

7)凝 集慣攣動曲線 二就 テ

3同 二亙 羽テ検 査 セル凝集 償 ノ攣動 ラ第

:29表 二曲線 テ以 テ表示 シテ見 タ。

第1回 検査 二於 ケル 最 高%ハ50倍 陰 性 ノ36.7

%ニ シテ、他 ハ50倍 陽性 ノ30.O%、100倍 ト

150倍 陽 性 ノ13.3%、 最 低 ハ200倍 ノ6.7%デ

アツタ。

第2同 検 査時 ニハ、100倍 陽 陞 ノ36.7%ガ 最 高

ラ占メ、 次 ハ50倍 陽性(21.7%)s150倍 陽 性

'(15・0%)b200倍 陽性(11.7%) 、50倍 陰 性(8.3

'%)
b300倍 陽 性(6.7%)、400倍 陽 性(1.7%1ノ

第29表

第一同第二同及第三同凝集反慮成績比較曲線

μ喜)50(」》ip〃 ∠〃 〃sw4〃

第 一同成績(陰 性93.3%、 陽性6.7%)
句一一一一 第二同成績(陰 性81 .7%、 陽性18.3%)
一 ・一 ・一 第三回成績(陰 性44 .7%陽 性55.3%)

順 デ、一般 二凝集償 ノ上昇 ガ認 メラ レル ガ圭 ト

シテ50倍 陰性 ノモ ノ ト50倍 陽性 ノモ ノ トノ慶

動 ガ強 ク認 メラレル。

第3同 検査 時 ニハ、大 ナル攣 化 ガ認 メラレタ。

即50倍 陰性、50倍 陽性 トィフ低値 ノモ 〃 ・全

ク影 テ潜 メ、 最高 ノ・150倍 陽 性 ノ31.9%ニ シ

テ、他 ハ比較的高 償ナルモ ノガ多 久300倍 陽

性(30・O%)、400倍 陽 性(14.9%)、100倍 陽 性

(12・7%)、200倍 陽 性(10.6%♪ ノ順 デアル。

第三章 結核感染・潜伏・護病問題 卜結核凝集反朦

前 章 二於 テ述 べ タ如 ク、 入學時 「レ」検査 テ以 テ

iit明出來 タ、 結核感染率 ノ・53.3%(32名)ニ シ

テ、残 リノ46.7%(28名)ハ 「レ」所見 ノ全 ク正

常 ナルモ ノデ アル。而 シテコノ「レ」所見正常 ナ

ル28名 中ヱ 氏反磨 陽性 ニ シテ結核就感染者 ナ

ルテ読 明 シ得 タモ ノノ・7名 ニ シテ
、残 リノ21名

ハヱ氏反慮 モ亦陰性 ナル モ ノデ アル
。

一一般的 ニハ
、 「レ」所 見正常 ニ シテ、 マ氏反磨陰

姓 ナル時 ハ、結 核未感染者 ト考 ヘ ラレル、然 シ

巌格 二論 ズ レバ、 カ ・ルモ ノニ ・・次 ノ各場合 ガ

考 ヘラ レル。(1)結 核 未感染者 ナル カ、(2)感

染 シタ トシテモ、未 ダAllergieノ 登 現 セザル

モ ノカ、(3)感 染 シテモ、輕微 ナ爲 メニAllergie

ノ嚢 現 シナ ィカ、 ソノ謹明 テ爲 シ得 ザル程度 ノ

弱 イモ ノカ、(4)結 核 感染 テ経過 シ、Allergie

テ得 タルモ、其 ノ病竈 ノ全 ク治癒 シテ、 「レ」所

見 テ残 サズ、 且Allergieノ 清 失 セル モ ノカデ

アル。然 シコ レラ ノ各場合 ラ嘔別 スル事 ハ殆 ン

.ドネ 可能 デ アル。

然 ルー一・一一一力 ・ル21例 ノ凝集 反慮 テ見 ルニ、50倍

陰性8例 、50倍 陽 性8例 、100倍 陽 性2例 、150倍

陽 性3例 デ アツ テ、50倍 陰性 ノモ ノヨ リ150倍
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陽性 ノモノ迄 ガ認 ノラレル。而 シテ斯ル凝集償

ノ差異ノ・果 シデ如何 ナル原因二依ルモ ノト解繹

スベキデアルカ、若 シー定程度以上 ノ凝集償テ

以 テ、結核感染 二依ルモノト決定 シ得 レバ、余

ノ結核凝集反磨 ハ「レ」所見正常、マ氏反慮陰性

ナルモノ・中ヨリ、結核既感染者 テ制別 シ得ル

事 トナ リ、結局 「レ」検査及マ氏反慮検査 テ以 テ

謹明 シ得ル以前 二早 クモ、結核感染診断 テ下 シ

得ル事 トナル繹 デアル。然 シ動物實験ナラザル

以上、一定凝集償以上テ以テ結核感染テ経過 セ

ルモノ ト断言 シ得ザルハ勿論デアルガ、入學時

二於 テ、 「レ」所見正常、 マ氏反磨陰性ナ リシ、

21例 ノ者 二就 テ、マ氏反慮 卜凝集反慮 トテ以テ

追求 シ、 マ氏反慮 ノ陽性轄化テ認 メルカ、或ハ

結核性疾患ノ登病 テ見 タルカノ際二見ラ1ノル、

凝集償 ノ憂動 テ併 セ観察 スレバ、或程度迄結核

感染 ト凝集償 トノ關係ガ認メ得 ラレル課 デ ア

リ、又必然或程度迄 ハ潜伏性結核診断及登病早

期診断モ亦可能 トナツテ來 ルモノト思バレル。

余ハ結核 ノ感染・潜伏・登病問題 ト凝集反慮 トノ

關係 ヲ論 ズル 爲 メー、 都合上第27表 ヨリ好適

ノ材料 ラ取 リ出 シ、 第30表 トシテ表示 シタ。

即爾後第30表 二就 テ論ズル。

余ノ・第30表 テ7群 二分ケテ表示 シタ。

1)第1群 ハ「レ」所見正常 ニシテマ氏反慮陰性

ナ リシモノガ、マ氏反癒 ノ陽性攣動 ト共 二、登

病テ見 タルモノ。

2)第2群 ハ「レ」所見正常、 マ氏反慮陰性ナリ

シモノガ、マ氏反磨 ノ陽性轄化 ラ示 シタガ、登

病 二到 ラナカツタモノ。

3)第3群 ハ「レ」所見正常、マ氏反磨陰性 ナリ

シモノデ、マ氏反磨陰性 ノマ ・登病 二到 リシモ

ノ 。

4)第4群 ハ「レ」所 見正常、 マ氏反鷹陰性 ナ リ

シモ ノデ、ヱ 氏反慮 ノ途 二陽性轄化 テ示 サズ嚢

病 ニモ到 ラナカ ツタモ ノ。

5)第5群 ノ・「v」所 見正常 ニ シテ、 マ氏反磨 ・》

初 メ ヨリ陽性 デ アツタモ ノ、

6)第6群 ハ 「レ」所 見上結 核感染病竈 テ護 明 セ

ルモノデ、壷病二到 ラナカツタモノ。

7》 第7群 ハ「レ」所見上結核感染病竈 ラ謹明セ

ルモノデ、螢病二到 レルモノ。

以上 ノ7群 二於 クル凝集反磨成績 ヨリ結核 ノ感

染・潜伏 ・蛋病問題テ論ズル。

(A》結核感染診断

結核感染診噺法 トシテノ・廣 クヱ氏反慮ガ實施 セ

ラレテ居ルガ、余 ノ結核凝集反慮ガ果 シテ結核

感染診断法タリ得 ルカ ドウカ ト言 フ事 ラ論ズ

ノレo

第1群 ノ若本(3番)ハ 入學 時50倍 陰性 デ アヅタ

ガ、第2回 検査 時 ニノ・マ氏反慮 ノ強陽性韓化 テ

示 シ、凝 集償 ハー-za150倍 陽 性 トナ ツタ。又黒野

(4番)ハ 第2回 検査後 間 モ無 クマ氏反慮彊陽性

轄化 テ示 シタル モ1デ 、 便宜上第2同 検査 時二

(冊)ノ 記號 テ以 テ表 記 シテ置 イタガ、 凝集反慮

ハ50倍 陰 性 ヨリー躍150倍 陽 性 トナ ツテ居 ル
。

即黒野 ノ場合 ハマ氏反慮 出現 前 二150倍 陽 性迄

上昇 シタモ ノデ アルガ、要 スル ニ若本、黒野ハ

マ氏反慮陽性轄化 ト前後 シテ、150倍 陽 性 トナ

ツタモ ノデ、結核感染 二原 因 シテ居 ル事ハ明白

デ アル。 猶其後 ノ経過 テ見ル ニ、 黒野 ハ間モ無

ク褒 病 シテ退學 シ、若本 ハ第3同 検査時 二、更

二上昇 シテ400倍 陽 性 トナ リ、其 後間 モ無 ク登

病 シタ。 即若本 二 於 テハ50→150→400ト 次 第・

二凝集 償上昇 ノ経 過 テ辿 レル モ ノデ アル事 ガ理

解 セ ラレル。 コ レラノ事實 カラ見 レバ、凝集反

慮150倍 陽 性 ノモ ノハ結核感染経過 者 ト考 フベr・'

キ モ ノデ アラウカ。又室谷(1番)、 荒川(2番)・

等 ハ第2同 検査後 二登病 シタモ ノデアル ガ、凝

集 債 ハ50倍 陰 性 ヨ リ100倍 陽 性 トナ ツデ、 褒

病 二到 リ、第3回 検査時 ニハ雨 者共輕快 シテ勤

務 二服 シテ居 タガs凝 集 贋 ハ200倍 陽 性(室 谷〉、

300倍 陽 性(荒 川)デ アツタ。帥室谷 ハ50(一)→-

100→200、 荒 川 ハ50(一)→100→300ト 凝 集慣

ノ逐次 上昇 セルモ ノデ アル事 ガ認 メ ラレル。而

シテ 雨者 ガ等 シク50倍 陰 性 ヨ リ100倍 陽性 ト

ナ ツテ登病 セル事 ヨ リ見ルモ、斯 ル攣 化 ノ結桟

感染 二因 ルハ論無 キ所 デ、凝 集反慮100倍 陽性 ノ
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モノモ亦 結核感染経過者 ト考 フベ キモ ノデ アラ

ウカ。.

以 上ノ・第1群 ノ4例 二就 テ ノ親察 デ アルガ
、 コ

ノ4例 ハ何 レモ結核感染後嚢病 二到 ツタモ ノノ

丸アアル。然 ルニ第2群 ノ4例 テ見 ルニ
、 マ氏

反慮ハ陰性 ヨリ強陽性 二轄 化 シタノデ アル ガ
、

褒病二到 ラナカツタモ ノデ アル。然 シ凝集反慮

ノ}何レモ300倍 陽 性或 ハ400倍 陽 性 トナツテ居

ル。 特 二森安(7番)ノ 如 キハ 初 メヨ リ凝集 償

100倍 陽 性 デアツテ、 前述 ノ室谷、荒川等 二:於

ケル論法 ヨ リス レバ 「レ2所 見正常
、 マ氏反慮陰一

性 デモ、入學時 既 二感染 ヲ'経過 シテ居 タモ ノト

モ推測 セ ラレルガ、第2同 検査 時ニハ300倍 陽 ・

性 トナ リ、ヱ 氏反慮 ハ 依然 ト シ テ 陰 性 デアッ

タ。然 シコノ場 合凝 集反慮 ヨ リス レバ、結核感

染者 トノ感染診 断 ハ下 シ得 ル繹 デ アル。勿論第

3回 検査 時 ニノ・ヱ氏反慮 ハ張陽性轄化 テ示 シ
、

凝集慣 ハ更 二上昇 シテ400倍 陽 性 トナツタ.郎
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コ ノ例 ノ如 キハ、余 ノ凝集 反庶 ガマ氏反慮 ノ出

現 ヨ リ遙 カー早 ク結核感染 テ謹 シ得 ル ト言 フ事

テ論謹 セルモ ノ ト信 ぜ ラレル。

猫 第3群 ノ3例 ノ如 キノ・、 マ氏反慮陰性 ノマ ・

褒 病 セルモ ノー シテ、凝 集反慮成績 ノ方 ガ遙 力

==it病 ニ ー致 シテ居 ル
。 帥何 レモ200倍 、300

倍 、400倍 陽性 トナツテ居 ル。

.又第4群 ノ3例 ハ マ氏反慮陰性 ノマ ・経過 シ、

髄 病 ニモ到 ラヌ モノデ アル ガ、凝集反慮 ハ何 レ

モ次 第二上昇 シテ居 リ、3例 トモ300倍 陽 性 二

迄 達 シテ居 ル。 コ レラ ノ3例 二就 テハ第2同 検

査 時一一晩 クモ第3同 検 査時 ニハ既 二結核感染 テ

経 過 シタモ ノ ト言 ヒ得 ル繹 デ アツテ、 コレラモ

亦遠 カラズ、 マ氏反慮 陽性轄化 テ示 スモ ノ ト信

ぜラ レル。 就 二黒 野、森 安 二於 テ推測 シ得 タ如

ク、凝集反慮 ハ マ氏反慮出現 一 遙 カ ー 先 ンジ

テ、可成 高償 ナル凝 集債 二達 シ、結 核 ノ感染診

漸 タ リ得 ル事 ガ推 定 セ ラレル。帥以上 ノ實験成

績 ヨ リス レバ、余 ノ結核 凝集反慮 ハ「レ」検 査、

ヱ 氏反慮検査 ノ何 レニヨルモ、謹明 シ得 ラレナ

づ結核感染 ノ論断 二資 スル事 ガ アル .ト結 論 セ ラ

レ ノレo■

(B)漕 伏 性結核 ノ登 見 ト登病 早期訟 断

余 ハ第五報 二於 テ臨林 上潜伏 性結核 ノ疑 ハ シイ

モ ノニ就 テ、凝 集反慮 ラ實施 シ、88%二 凝 集反

癒 陽性 者 テ認 メタ事 ラ報 告 シ、 カ ・ル モノガー

般 二manifesteTuberculoseヨ リモ凝集 贋ノ

高 イ ト言 フ事 テ認 メタ。

余 ハ新 入看護婦60名 ノ中2ケ 年間 二 登病 テ 見

タルモ ノ15例 テ経験 シタガ、カ ・ル獲病者 ノ登

病 二到 レル経過 カラ推理 ス レバ、必然現 在縦 令

嚢病 テ認 メズ トモ、嚢病 ノ危瞼 テ藏 シテ居 ル漕

伏性結核 ラ褒 見 シ得 ベ シト信 ズル。

既 二述 べ タ如 久 第30表 ノ第1群 ハマ氏反 慮 ノ

陽性縛化 テ示 ス ト共 二、凝集 債 モ200倍 、300

倍 、400倍 陽 性 ト上昇 シテ、 獲病 テ見 タモ ノデ

アル・然 ルニ第2群 ハ第1群 同檬ヱ 氏反慮 陽性

轄 化 テ示 シ、凝集償 モ300倍 、400倍 陽 性 ト上

昇 シテ居 ルガ、襲病 ニハ到 ツテ居 ラナ イモ ノデ

アル、 即第1群 ト第2群 ノ差異 ハ唯 獲病 ラ見タ

カ、 見 ナィカ ト言 フ丈ケ ノモ ノデアツテ、必然

第2群 ノ4例 ハ爽病 ノ危瞼 テ藏 セル所 ノ潜伏性

結核保有者 ト思考 セラレル。勿論稜病 スルニ至

ル カ否 カハ將來長 ク観察 スル ノ必要 ガアルガ
、

略 ≧同一 ノ経過 テ取 リテ褒病 セルモ ノ ・アル際

ハ、一慮 ハ獲病 ノ危瞼 アル者 トシテ監睨 スルノ

必要 ア リ ト信 ズル。猫 又第3群 ト第4群 トテ見

ル ニ、第3群 ハマ氏反慮陰性 ノ マ ・経 過 シタ

ガ、 凝 集反慮 ハ200倍b300倍 、400倍 陽 性 ト

上昇 シテ嚢病 二到 ツタモ ノデ アル、然 ルニ第4

群 ハ第3群 ト等 シクマ氏反慮陰性 ノ マ ・経過

シ、凝集反慮 モ亦何vモ300倍 陽 性迄上昇 シタ

ガ、登病 ニハ到 ラナ カツ タモ ノデ アル。 帥第3

群 ト第4群 トノ間 ニハ只登 病 二到 ツタカ、然 ラ

ザル カノ差異 ガ アルニ過 ギナ4。 即第4群 ノ3

例 ハ第3群 ノ3例 二比 シテ、潜 伏性結核保有者

ト思考 セ ラレル。

以上 ノ事實 ヨリ論 ズ レバ、 マ氏反慮 ノ陽性、陰

性 二 關 ラ ズ、 凝集反鷹 ガ200倍 陽 性以上デ、

manifesteTuberculoseノ 認 ノ ラレ ナイモ ノ

ハ、結核菌 ノ侵襲 テ受 ケテ、潜伏性 二経過 シテ

居 ルモ ノ ト診定 シテ大過 ナ シ ト信 ぜ ラレル。

之 ノ見地 二立 テバ、第30表 二於 ケル、凝集反慮

陽性者又 ハ 陽性轄化者(凝 集 反磨i200倍 陽性以

上 ノ者)ナ ル、南波(15番)、 佐藤(16番)、 大石

(17番)b藤 田(19番)、 藤 田(20番)、 藤 本(21

番)、 竹 内(22番1、 勝 本(23番)、 片木(24番)、

杉浦(25番)、 西村(26番)等 ハ線 テ 結核菌 ノ侵

襲 テ受 ケテ潜伏性 二経過 シテ居 ル モ ノ ト思 フベ

キデ アラウ。然 シ勿論畿病 二到 ル カ否 カ ト言 フ

事 ハ、長期間 ノ観察 テ以 テ 論 ズ ベ キ事柄 デア

ノレo

以上潜伏性結核 ト判 定 シ得 ラ レルモ ノテ18例

認 メ得 タガ、 ソ レラノ凝集 贋 テ見 ルニ、200倍

陽 性 ノ、3例 、300倍 陽 性 ハ11例 、400倍 陽 性ハ

4例 ニ シテ、300倍 陽 性以上 ノ比較的凝集債 ノ

高 イモ ノハ18例 中15例 迄 認 メ ラレル。 コレニ

依 ツテ見 ルモ、第5報 二於 テ、漕伏性結核ハ比
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較的凝集償ハ高 イト論 ジタ事 ノ眞ナル事ガ頷 力

11ノレo

以上論 ジ來 ツタ如 ク、余 ノ結核凝集反磨 ハ潜状

性結核 ノ登 見二資 スル事 ガ アル。

以上 ノ如 ク、余 ノ結核凝集反慮 ガ、潜 伏性結核

ノ診定 二資 スル トス レバ、必然結核登病早期診

断 ニモ資 スル事 ニナル繹 デアル。 帥若 本(3番)

ハ50(一)→150→400ト ナ ツテ,嚢 病 ノ危瞼 ヲ感

ジテ居 ル中・;.、途 二登病 シ、室木(50(一)→100

→300)、 上野(150→100→400)等 又 然 リデ アル。

要 スル ニ潜伏性結核 ト診 定 セ ラレル者 テ監硯 シ

テ、何 ラカ結核檬症 状 ラ呈 シ來 レル時 ハ、直 チ

ニ褒 病 ラ疑 ヒ、各 臨躰検 査 テ實施 スル事 トナル

ベ キデアル カ ラ、 必然余 ノ結 核凝集反態 ハ結核

ノ登病早期診 断 トモナ リ得 ルモ ノト信 ゼ ラ レ

ノレo

第四章 マ氏反慮 卜凝集反慮

余ハ既 二第4報 二於 テ、 雨反慮 ノ關係 テ論 ジタ

ガ、其 ノ時 ノ實験 材料 ノ性質 上充 分 二論 ジ得ナ

カッタ。 然 ルニ本論文 ノ材料 ノ如 久 所 謂健

康者二就 テ、経過 ラ追 ヒツ ・實験 シ得 タモ ノデ

ハ、最 モ正 シクマ氏反鷹 ト凝集反態 トノ關係 ラ

理解 シ得 ベ シ ト信 ゼラ レルガ故 二弦 二再 ビ論 ズ

ル'

1)absoluteAnergienachHayekト 凝 集 反

慮

absoluteAnergieノ ・臨鉢的 ニハ確實 二謹明 シ

難イモ ノデ アル。 「レ」検 査、 マ氏反慮検査 ニ ヨ

リabsoluteAnergieラ シ ク思 バ レルモ ノ ・中

ニモ、凝集反慮 二依 レバ、50倍 陰性 カラ150倍

陽性、 時 ニハ300倍 陽 性位迄(第30表 第4群 参

照)ノ モ ノガ認 メ ラレル モノデ、或 ル程度迄 ハ凝

集反慮 ノ立場 カ ラ、absoluteAnergie二 非 ズ

ト判定 シ得 ラ レル 事 モ アル。 而 シテ凝集反慮

上、150倍 、100倍 陽 性 ト言 フ様 ナモ ノヨ リ、

50倍 陰性 ト言 フモ ノ ・方 ガ 遙 カーabsolute

Anergie二 近 イモノナル事 ハ言 テ倹 タナf。 然

ルガ故 二必然 「レ」検査 トマ氏反鷹検査 トテ以 テ

論ズル ヨリノ、、凝集反磨検査 テ加 ヘ テ論 ズル方
り●

ガ遽 カニabsoluteAnergie二 近 イモ ノラ判定

シ得 ル課 デアル。

第30表 ノ第1群 ト第2群 トラ封 比 スルニ、凝集

反慮50倍 陰性 ナ ルモ ノハ、 マ氏反慮!陽 性轄

化 テ示 ス ト共 二蓋 ク褒病 シテ居 ル(第1群)、 然

ルニ凝集反慮50倍 陽性 ナルモ ノヨ リハ.マ 氏反

慮陽性轄化 テ示 シテモ、1例 ノ褒病 者 テモ認 ム

ルニ到 ラナ カツ タ(第2群)。 コノ事 ハ凝 集反癒

50倍 陰 性 ノモ ノト、50倍 陽性 ノモ ノ トノ 間 二

何等 力immunbiologischノ 差 異 ガ存在 スルモ ノ

ト考 ヘ セ シメ ラレル。即余 ハ 「レ」所 見正常 デ凝

集反慮50倍 陰性 ノモ ノハ大盟 二於 テabsolute

Anergieノ 者 ト信 ジテ良 イカ ト思 ツテ居ル。

2)biologischeIncubationsperiodeト 凝 集反

既 二前 章 二於 テ論 ジタ如 ク、凝集債 上昇 ハ結核

ノ感 染 ニー致 シテ居 ル事 ガ理解 セラ レル(第30

表 第1群 及第2群 参照)、 然 ルニ第30表 第3群

ノ3例 ノ如 ク、凝集償 ノ上昇攣動 ヨ リ結核感染

テ謹 シ得 ルニ關 ラズ、 マ氏反庶 ノ出現 ラ見 ズ、

途 二巖病 テ見ルニ到 ツタモ ノガ認 メ ラレル。 カ

カル場合 ノ・Tuberculinallergieヨ リス レバ、

biologischeIncubationisperiodeノ モ ノ ト言 ヒ

得 ル。猫 第2群 ノ森安(7番)ノ 第2同 検 査時及

第4群 ノ3例 ノ第3同 検査 時 二於 ケルマ氏反鷹

陰性 ハ、凝集反磨成績 ヨリス レバ、絵 テbiolO-

gischeIncubationsperiodeノ モ ノト判定 シ得

ラレル o

以 上論 ゼル如 ク余 ノ結核 凝集反慮 ハ、 マ氏反鷹

陰性 ナル モ!二 就 テ、biologischeIncubations-

periodeノ モ ノテ判別 シ得 ル事 ガ アル。

3)positiveAnergieト 凝 集反慮

「レ」所 見 上石灰 病竈 又 ハ 初期症 候群 ラ 謹明 シ

テsマ 氏反癒陰 性 ナル、poミitiveAnergieト 判
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定 シ得 ラ レタモ ノへ 練歎7例 認 メ ラレタ。

其 ノ中2例 ハマ氏反慮 陽性 トナ リ、5例 ハ途 二

陽 性轄化 テ 示 サ ナカツ タ。 其 ノ5例 中第30表

第6群 ノ藤 田(20番)、 藤本(21番)等 ハ初 メヨ リ

凝集反慮200倍 陽性 デ、後何 レモ凝集贋上昇 ガ

認 メラ レタ.コ レニ依 レバ、positiveAnergie

ノモ ノデモ、 マ氏反慮 出現 二先 ンジテ、凝 集假

ハ可成 ノ程度迄 上昇 シ得 ルモ ノデ アル事 ガ認 メ

ラ レル。 帥凝i集反慮 ノ・positiveAnergieノ モ

ノ ・再感染診断或 ハ潜伏 性結核 診断 ニモ資 スル

事 ガ アル課 デ アル。

4)negativeAnergieト 凝 集反慮

本報 ノ實験 材料 ノ性質上negativeAnergieノ ・

認 メ ラyナ ィ。然 シ既 二第4報 二於 テ、病状 ノ

悪 化 シテ、Tuberculinallergie/1験 性 トナ レル

negativeAnergieノ モ ノニ就 テ論 ジタ如 ク、'

凝 集 假 バ カ ・ルモ ノデモ、400倍 、600倍 陽 性 ト

言 フガ如 キ高 キモ ノ・アル事 テ認 メ、Allergie

ノ消長 ト凝集素量 ノ清長 ノ卒行 セザル事 テ認 メ

タ リ^

以 上マ氏反慮 ノ陰性 ナ ル各場合 下凝集反慮 トノ

關係 テ論 ジテ來 タガ、 要 スルニTuberculinal-

lergieノ 登 現 ノ有無 ト其 ノ消長 トハ必 ズ シモ、

凝集 反慮 二於 ケル凝集 償 ノ高低 ニー致 セザル事

ガ認 メラレタ。而 シテ凝集 反慮 ハマ氏反慮 二潅

カニ先 ンジテ、結核 感染 テ詮明 シ得 ル事 ガアル

故 二biologischeIncubationsperiodeノ モ ノ

・判定 二資 シ得 ル。

第五章 マ民反磨 卜凝集反慮ノ臨淋的意義二就テ

余 ハ前章二於 テマ氏反癒 ト凝集反慮 トノ關係二

就テ論 ジタガ、本節 二於 テノ・雨反慮ノ臨躰的意

義 ヲ』言命 フぐノレ。

第一節 マ氏反癒ノ臨躰的意義ノ疑義

抑 々マ氏反慮 陽性 ト言 フ事 ノ・唯結核感 染 テ経過

セ リ ト言 フ、感染診断的意義 ラ有 スルノ ミデ、

其 ノ感染頻度、罹 患場所、感染病機 ノ状態 即現

在 全治性 ノモ ノナル カ、 活動性 ノモ ノナルカ將

又褒病 二至 ルベキ蓮命 ニアル カ等 ト言 フ事 二關

シテハ、何等 ノ意義 ラモ有 シテハ居 ラナ ィ。

吾人 ハ マ氏反慮 ノ判定 二(一)、(±)、(十)、(什)、

(柵)、(冊)ノ 記號 テ用 ヒテ、其 ノ陽性 、陰 性及

反慮 強度 テ表 ハ シテ居 ルガ、 ソ レラノ・マ氏反慮

トシテ ノ反慮程度 ラ規定 シタモ ノデ、決 シテ其

ノ張弱 ハ感 染病竈 ノ活動性 ノ張弱 ラ示 スモ ノデ

ノ・ナィ。然 ルガ故 二縦令 マ氏反鷹張 陽性 ト言 フ

モ 、 ソレハ決 シテ病機 ノ診断的意義 ラ有 スルモ

1デ 無 イ。

抑 々結核 ノ、感染 ト登病 トノ間 二必 ズ シモー致 テ

見 ナ イモノデアツテ、感 染卒 ノ極 メテ高卒 ナル

ニ關 ラズ、登病者 ハ少 イモ ノデアル。

即現今 ノー般 都市 生活者 ニ トリテハ、一 定 ノ年

齢 二達 スル間ニハ、殆 ンド結核 ノ感染 ヨリ免レ

ル事 ハ出來 ナイモノデアルカラ、マ氏反慮テ以

テ唯結核感染 ラ謹明 スル丈ケデハ、臨躰的意義

ハ少イ ト言ハネバナラナィ。

現今健康診断又ハ結核調査 ノ意味デ廣 ク、一般

學生、 生徒、 看護婦、 工場鍔働 者等 ニマ氏反

慮 ガ實施 セラレ、時ニハマ氏反慮 ノ持 ツ臨休的

意義以上ノ意義ガ要請セラレ勝 デアルガ、要ハ

唯結核感染率ラ調ベル トノ結果二終ルノミデ、

特殊 ノ場合テ除イテハ臨躰的意義ハ少 イ。即一

定期間テ置 イテ繰返 シ實施 シテ、陰性ヨリ陽性

二韓化セルモノラ嚢見 シ、 斯 ル新感染者 ノ経
の

過 テ監視 シテ、獲病 ラ防ギ又ハ登病早期 ノ診定

二資 スル場合二始 メテ意義 テ有 スル。然 シ陽性

轄化者監硯 ト言 フモ、感染者 ノ大部分ハ逞カレ

早 カレ陽性轄化 テ見ル者デアツテ、感染 ノ高李

ナ丈ケ、陽性轄化者モ亦高卒 二認 メラレル繹デ

ァルカ ラ、必然陽性轄化者監硯ナル事モ亦煩二
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堪 エナ イ事柄 ト言 ハネバナ ラヌ。猶又 マ氏反 慮

陽性者 デサヘ アレバ、結核既感染者 ト言 ヒ得 ル

モ、陰性者 ハ必 ズ シモ結核未感染者 トハ言 ヒ得

ナイ。 コノ事 ハ既 二論 ぜル如 クデ アツテ、結核

感染 テ経過 シテ畿病 二瀕 シテ居 テモ、 マ氏反慮

陰性ナルモ ノガ アリ、時 ニハ褒病 テ見 テモ猫 マ

氏反慮陰 性ナル モ ノガ認 メ ラレテ居 ル。

以上 ノ如 キ事實 ヨ リス レバ、 マ氏反磨 陽性 デア

ルカ ラ乍言 ツテモ、亦陰性 デアル カ ラ ト言 ツテ

モ、臨鉢的 ニノ・必 ズ シモ特記 スベ キ重 要 ナ意義

アリ トハ認 メ難 イモ ノデアル。

第二節 余 ノ結核凝集反癒ノ臨淋的意義

余ハ既二第4報 二於 テ、余 ノ結核凝集反慮ガ、

結核性疾患一93.0%ノ 陽性成績 テ示 シ、非結核

性疾患及所謂健康者 二92.5%ノ 陰性成績 テ得

テ、診断二資スル事テ報告 シタ。即余 ノ結核凝

集反慮ハ結核性疾患二特異的二反慮 シ、癌腫、

徽毒、非結核性肺臓疾患(急性肺炎、肺壊疸)、

急性傳染病等二反慮セザル事ヲ謹明 シタ。猜第

5報 二於 テハ、感冒二100%陰 性 テ示 シタルガ

故=、100%陽 性 ラ呈 セル早期浸潤 トノ鑑別二

資スル事及胸痛、背痛、微熱 ノ如キ結核症歌 テ

呈セルモノ・結核性ナルカ否 カ ノ鑑別診断 ニモ

資スル事ラ認 メタ。

猫一般潜伏性結核及糖尿病患者 二屡々見 ラレル

無症状性肺結核或バー般無 自畳性肺瘍等 ノ診断

ニモ資スル事テ謹明 シタ。 又本報二於 テハ「結

核感染・潜伏・獲病問題 二於ケル結核凝集反慮」

ナル題下二、余 ノ結核凝集反慮ハ、「レ」所見正

常、マ氏反慮陰性ナルモノ・中ヵラ、結核就感

染者 テ登 見 シ得 ル事 、即結核感染診 断 温ハ、 マ

氏反慮 テ以 テ入ル ヨリモ、余 ノ結核 凝集反鷹 テ

以 テスル方 ガ遙 カー早 ク感染 テ謹 シ得 ル事 テ謹

明 シ、且結核嚢病者 ノ多 クガ、凝集反 磨陽性轄

化者 ナル ヨ リ、凝集反慮 ノ診断的 償値 テ覗 ヒ知

リ得 タ ト共 二、登病 テ認 メナ イガ、凝集 反磨 陽

性 ナル者 ノ・潜伏性結核 テ疑 フベキ理 由 アルテ示

シテ、再 ビ余 ノ結核凝集反慮 ノ潜伏性結核 ノ登

見 二資 スル事 テ張調 シタ。而 シテTuberculina-

llergieノ 陽 ・陰又 ノ・其 ノ清長 ト凝集反慮 トテ封

比 シ、両者 ノ間 ニノ・特記 スベ キZF行 關係 ハ認 メ

ラレナ イガ、唯 マ氏反慮 ノ陽性轄化 ト凝集 償 ノ

上昇 トノ・一致 セル事 テ認 メ タ リ。

以上論述 セル如 久 余 ノ結核凝集反慮 ノ・、結核

感染診漸、潜伏性結核診 漸、結核早期診断 ノ如

キ、一般診噺意義 テ有 スル テ以 テ、臣副木的意義

ハ重大 デ アル ト信 ズル。

第六章 総括 卜考按

余ハ昭和10年 度新 入學 ノ看護婦・60名 二 就 テ

(後ニハ47名 二減 少 シタ)入 學時、7ケ 月 臥

2ケ 年 目ノ3同 二亙 リ、 マ氏反慮 ト結核凝集反

慮 トテ實施 シ、結核 ノ感染 ・潜伏 ・登病 テ観察 シ

ツ ・、余 ノ結核凝集反慮 ノ臨抹的 意義 ラ検討 シ

タ。 「レ」検査 ハ入學時 ニー度検査 シテ居 ル。

「レ」所 見正常
、 マ氏反慮陰性 ニ シテ、結核 未感

染 ラ思ハ セル 者 ノ 内ニモ、 結核凝集反慮 ハ50

倍陰性、50倍 、100倍 、150倍 陽 性 ト言 フ如 キ

段階 ガ アリ、時 ニハ マ氏反 慮陰 性 ノマ ・300倍

陽 性迄上昇 スルモ ノが認 メ ラレ久 力 ・ル差 異

ノ結核感 染二依 ル事 ハ謹 明 セ ラレタガ、然 シ何

倍陽性以上 テ以 テ結核感染者 ト爲 シ得 ルカ ト言

フ事 ハ問題 デアル、第三章 二於 テハ100倍 、150

倍 陽 性者 ノ結核感染経過者 ト断ズ ベ キ理由 テ論

ジタガ、第 四章 二 於 テノ・、50倍 陰 性 ノモ ノ ト50

倍 陽性以上 ノモ ノトノ間 二、immunbiologisch

ノ差 異 アル事 テ認 メタルガ 故 二凝集反慮50倍

亀 り
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陽性以上 ノモ ノハ大艦 二於 テ結核 既感染者 ノ如

クニ思 バ レル。然 ル ガ故 二必然 「レ」所 見正常、

マ氏反慮陰性 且凝集反慮50倍 陰性 ノモラへ 結

核 未感 染者 ト考 ヘ ラレル。而 シテ實験成績 ヨ リ

ス レバ、 カ ・ル結核 未感染者 ト思 バ レルモ ノゴ

リ比較 的多 クノ登病者 ガ認 メ ラレテ居 ル。

猶 實験 成績 ヨリ論 ズル ニ、マ氏反慮 陰性 ノママ

凝集 假 ノ上昇 シテ、200倍 、300倍 陽 性 ト言 フ

ガ如 キ、 凝集反慮陽性 テ呈 スル ニ到 ルモ ノガ認

メ ラレ、凝集反慮成績 ヨ リ見 テ、結核感染 テ経

過 セルモ ノト断 ジ得 ルモ!ガ アル ガ故 二、余 ノ

結核 凝集反慮 ハ、時 二「レ」検査、 マ氏反 慮検査

テ以 テ詮明 シ得 ラ レナ イ所 ノ、結核 感染 テ謹明

シ得 ル事 ガ アル。即一般結核 感染診断 二資 シ得

・ル
。 故 二必然 マ氏反慮陰 性 ナルモ ノ・中 ヨリ、

biologiseheIncubationsperiodeノ モ ノラ4pJJ別

シ得 ル。

猫登病 二至 ツタ者 ノ経過 テ観察 スルニ、何 レモ

登病 二遙 力先立 ツテ、凝集贋チ高 メ3回 二亙ツ

テ検査 シ得 タ者ハ総 テ凝集反慮陽性轄化 ラ示 シ

タ。故 二余 ノ結核疑集反鷹ハ結核 ノ感染診断 ト

共二結核褒病早期診断ニモ資 シ得ル。

而 シテ凝集反慮 ヨリスレバ、畿病 テ見 タ者 ト同

様 ナル憂化テ示 シテ居ルニ關 ラズ、嚢病 テ認メ

ナイ者ガ褒見セラレテ居ルガ、斯ル者ハ結核菌

ノ侵襲 テ受 ケタモ ノト見ルベ ク、其 ノー部 ニハ

將來螢病 スル可能性ガ考ヘラレル。即余 ノ結核

凝集反慮ハ潜伏性結核 ノ診断二資 シ得ル。

以上論 ジ來 レル如 ク、余 ノ結核凝集反慮ハ結核

ノ感染診断、潜伏診断、登病早期診断二資スル

モ ノデアルカラ、臨躰的意義ハ大ナ リト信 ズル。

第七章 結 論

余 ハ北大署學部附属讐院 二入學 セ ル看護婦60

名二就 テ、入學時、7ケ 月 目、2ケ 年 目ノ3回

二亙 リゴ氏反慮及結核凝集反磨 テ實施 シタ。而

シテ其 ノ結論ハ次 ノ如 クデアル。

1)余 ノ結核凝集反磨ハマ氏反慮 ノ出現 二遙 カ

ニ先 ンジテ結核感染 テ謹明 シ得ル
。

2)余 ノ結核凝集反慮ハ潜伏性結核 ノ褒見二資

ス ノレ0

3)余 ノ結核凝集反磨 ハ結核早期診断 一資ス

ノレ0

4)余 ノ結核 凝集反慮 ハ、 「レ」検査 テ併 セ行ヘ

バ、ヱ氏反磨i陰性 ナルモ ノ中 ヨ リbiologische

Incubationsperiodeノ モ ノラ判 別 シ得 ル。
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